
私たち全学連は、改憲阻止決戦の先頭に立ちたい

と考えています。2015年９月の安保･戦争法案の制定

とともに、｢大学での軍事研究｣が公然と始まりまし

た。私たちはこのことに対して、同年10月27日に京

都大学において戦争絶対反対のバリケードストライ

キを行いました。その時に、ストライキを弾圧に来

た京大のある労働法専門の教授は、私たちに向かっ

てドヤ顔で｢ストライキなんて誰がやっても違法や！｣

と叫びました(会場笑)。
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みなさん！ 現在の｢働き方改革｣関連法案を見ても

分かるように、そしてＪＲ職場での攻防を見ても分

かるように、｢労働組合がない社会｣｢労働者が権利を

奪われている社会｣と、改憲＝戦争のできる国づくり

は、現場においては完全に一体です。改憲とはそう

いうことです。私たちは、絶対にそんなことを許す

わけにはいきません！

｢今の時代に合わせた憲法が必要だ｣とよく言われ

ます。先ほどの教育労働者の方が発言されていたよ

うな｢子どもたちが夢が持てない社会｣－－こんな社

会に合わせた新憲法なんて必要なんでしょうか！ 私

たちに必要なのは、今のこの｢時代｣を変えることで

す。そうした闘いが必要なんです！

同時に、改憲と戦争を阻止することと安倍政権を

打倒することは、国際連帯のとても大事な闘いです。

私は、顔を知らない誰かのために怒ることができる

ような｢立派な人間｣ではありません。だけど、韓国･

民主労総の労働者の方々の闘いに感動するし、パク

クネ政権を打倒したあのロウソク革命に感動します。

そういう仲間が、朝鮮半島での戦争によって傷つき

殺されてしまうことを許すことはできません。

戦前戦中に限らず、戦後の｢復興｣においても、日

本の歴史はアジアとりわけ朝鮮半島の民衆に対する

困難の強制と一体でした。私たちは、二度とこんな

ことを繰り返すわけにはいきません！ 日本から｢北

朝鮮に圧力をかける｣と叫ぶ安倍政権を打倒して、改

憲を阻止しなければいけません。その闘いの先頭に、

全学連は立っていきます。

京都大学と東京大学において、新たな挑戦を開始

していきます！ 全学連は新しい時代に入ります！

ともに闘い抜いていきましょう！

動労千葉･田中委員長

動労総連合の単組からの発言


